
 じぶん未来BOOK

ＤＶＤ放映や三関先生の講話中、私語は一切な
く、生徒全員が集中していた。「床に座って書く」
という作業環境だったが、生徒はイキイキとした
表情で取り組んだ。「教員が何度言っても伝わ
らないことが、ＤＶＤの力で強く生徒に印象付け
られたようです」と三関先生。

仕事の醍醐味や苦
労、「働くこと」の魅力
を感じることのできる、
エピソードやアドバイ
スをまとめた映像。
※ご利用に関しては小
社スタッフまでお問い合
わせください。

文
理
選
択
後
の
年
度
末
に
実
施
し

改
め
て
将
来
を
考
え
る
契
機
に

　

札
幌
市
に
8
つ
あ
る
市
立
高
校
の
ひ
と
つ
、

札
幌
藻
岩
高
校
は
文
武
両
道
を
旨
と
し
、環
境

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

１
学
年
の
５
月
に
は
市
立
高
校
独
自
の
進
路

行
事
、「
進
路
探
求
セ
ミ
ナ
ー
」で
代
表
者
が
発

表
す
る
将
来
の
夢
を
聞
き
、６
月
に
は
文
理
選

択
に
向
け
た
進
路
学
習
が
始
ま
る
。
２
学
年
に

な
る
と
３
学
年
の「
文
系
Ⅰ
型
」、「
文
系
Ⅱ
型
」、

「
理
系
」コ
ー
ス
選
択
に
向
け
、8
月
に
は
職
場
体

験
学
習
、9
月
に
は「
学
問
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス（
大

学
の
先
生
に
よ
る
出
前
講
座
）
」を
1
・
2
学
年

合
同
で
実
施
。３
学
年
で
は「
進
路
別
集
会
」を

は
じ
め
、多
数
の
進
路
行
事
が
行
わ
れ
る
。

 

『
じ
ぶ
ん
未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
使
っ
た
授
業
は
、

昨
年
度
の
１
年
生
全
員
を
対
象
に
２
月
に
行
っ

た
。
使
用
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
作
成
の『
じ
ぶ
ん
未

来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』の 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
３
ス
テ
ッ
プ
か

ら
な
る
。
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
診
断
テ
ス
ト
に
挑
戦

し
、自
分
の〝
仕
事
の
好
み
〞に
合
う
職
種
を
チ
ェ

ッ
ク
。ス
テ
ッ
プ
２
で
は
、１
で
チ
ェッ
ク
し
た
中
か

ら
、特
に
興
味
を
も
っ
た
仕
事
人
を
選
び
、仕
事

内
容
や
印
象
的
な
文
章
を
書
き
出
す
。
ス
テ
ッ

プ
3
で
は
、仕
事
人
の
高
校
時
代
の
欄
か
ら
役

立
つ
と
思
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
抜
き
書
き
し
、そ
れ

ら
を
参
考
に
3
年
後
や
10
年
後
に
ど
ん
な
自
分

に
な
り
た
い
か
を
考
え
る
。

 

「
正
直
、50
分
の
授
業
で
こ
の
内
容
を
す
べ
て

や
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
前
半
は
各
自
が
事
前
に
済
ま
せ
、当

日
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
将
来
を
考
え
る
大
切
さ
を

実
感
し
た
後
、肝
と
な
る
最
後
の『
3
年
後
、10

年
後
の
自
分
』を
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
」と
語

る
進
路
指
導
主
事
の
三
関
直
樹
先
生
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
人
気
バ
ン
ド
の
音
楽
で
始
ま
る
と
、

生
徒
は
画
面
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
集
中
し

た
。
続
い
て
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
、国
境

な
き
医
師
団
の
医
師
、お
菓
子
メ
ー
カ
ー
の
営
業

マ
ン
、化
粧
品
の
美
容
部
員
と
い
う
面
々
が
、キ
ャ

リ
ア
や
仕
事
の
こ
と
を
後
悔
ま
で
含
め
て
率
直

に
語
る
姿
に
真
剣
に
見
入
っ
て
い
た
。「
高
校
時

代
の
話
も
あ
り
、自
然
に
自
分
の
立
場
に
引
き
寄

せ
て
話
が
聞
け
た
よ
う
で
す
」と
三
関
先
生
。

　

こ
の
学
習
の
大
き
な
目
的
は
、「
今
の
自
分
を

自
覚
す
る
こ
と
」。
あ
い
ま
い
に
し
て
き
た
自
分

の
内
面
に
向
き
合
い
、言
葉
に
で
き
れ
ば
、次
の

段
階
に
進
む
準
備
が
で
き
る
と
考
え
て
の
こ
と

だ
。「
私
は
全
員
分
を
読
み
ま
し
た
が
、目
的
は

達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
」。

返
却
時
の
声
か
け
で

さ
ら
な
る
行
動
を
促
す

　

三
関
先
生
が一
番
注
目
し
て
い
た
将
来
の
自
分

の
欄
に
は
、「
仕
事
は
楽
し
く
や
り
た
い
」と
書
く

生
徒
が
多
か
っ
た
。「
仕
事
に
辛
さ
や
苦
労
は
つ

き
も
の
。
そ
れ
で
も
楽
し
く
や
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、と
い
う
思
い
が
芽
生
え
た
よ
う
で
す
。

こ
の
疑
問
を
胸
に
、２
学
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
働
く
人
の
仕
事
ぶ
り
を
注
意
し
て
み
て
ほ
し

い
。そ
れ
が『
楽
し
く
働
く
秘
訣
』を
考
え
る
ヒ
ン

ト
に
な
れ
ば
、と
期
待
し
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、三
関
先
生
は
、昨
年
担
任
し
た
ク
ラ
ス

で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
返
却
す
る
と
き
、一
人
ひ
と

り
に
声
を
か
け
た
。医
療
系
を
目
指
す
生
徒
に
は

「
医
療
の
現
状
や
仕
事
内
容
を
ど
れ
ほ
ど
わ
か

っ
て
い
る
か
な
」な
ど
、生
徒
の
興
味
を
一
歩
深
め

る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
だ
っ
た
。「
1
年
間
の

締
め
く
く
り
に
、次
に
つ
な
が
る
良
い
授
業
が
で

き
て
満
足
で
す
」。

リクルートサービスを活用した

ＤＶＤで「今」の大切さを実感した後
将来を考える流れに生徒が好反応

─北海道・市立 札幌藻
もいわ

岩高校─

生徒数／955人（男子516人・女子439人）
普通科24学級
進路状況（2010年度）／大学・短大進学53.6％、専各進学14.7％、
就職6.2％、その他25.5％
北海道札幌市南区川沿３条２丁目１-１

 011-571-7811
 http://www.moiwa-h.sapporo-c.ed.jp/

■進路学習の様子

■『じぶん未来BOOK』ＤＶＤ

■授業の感想
 ～さまざまな発見や気づき～

進路指導主事

三
みつせき

関直樹先生

「やりたいことをみつけ、それで生活できる
か考えなければならないと知った（→目標
設定の必要性への気づき）」「今までなり
たい仕事以外何も考えていなかったが、進
路選択に失敗がないように、もっとよく考え
ようと思った（→多様な選択肢の検討）」
「少しでも可能性を広げるためにもう少し
勉強しようと思った（→学習意欲の向上）」
「自分に合うものはなにか、もっと考えたい
（→適性の検討）」「大学選びに失敗した
人の体験談を聞いて、後悔しないようにし
っかり調べようと思った（→進路先選択の
重要性への気づき）」「思ったよりたくさん
の職があると知った（→職業の多様性へ
の気づき）」「夢をつかんだ人は何かしら努
力をしている、そのうえ次の目標もある（→
努力の必要性）」「仕事や進学は好きなだ
けではできないとわかった（→仕事観の育
ち）」、「待っていても何も変わらない。進ん
で調べたりすることが自分の目指す未来へ
の近道（→自発的な行動の大切さ）」など

※授業終了後のアンケート結果より。
カッコ内は編集部
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 じぶん未来BOOK

行事で忙しい2学期を避け、1学期と夏休みに集中し
て文理選択に必要な進路学習を行う。「やることが目
白押しの生徒にとって『じぶん未来ＢＯＯＫ』はボリュー
ムも適当で、楽しんで読めたようです」（松井先生）。

気になる職業を選んだら、3年後、10年後の自分や、
今の生活をどうしたいかについても書く。なかには悩む
生徒もクラスに数人いた、という松井先生。「興味のあ
るものを１つでも選ぶように声をかけました。それが次
の行動に移る手がかりになりますから」。

一
番
は
じ
め
の
進
路
学
習
と
し
て

１
学
年
の
６
月
に
実
施

　

盈
進
高
校
で
は
１
学
年
で
文
理
選
択
、２
学

年
で
国
公
立
大
・
私
立
大
の
選
択
を
行
い
、３
学

年
の
４
月
に
は
志
望
校
を
決
め
る
。
進
路
指
導

部
で
は「
職
業
を
知
る
こ
と
」↓「
学
部
・
学
科

選
択
」↓「
志
望
校
選
択
」と
段
階
を
踏
ん
で
進

路
観
を
育
成
で
き
る
進
路
学
習
を
計
画
。
第
１

弾
と
し
て
１
学
年
の
６
月
中
旬
に『
じ
ぶ
ん
未

来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』を
使
っ
た
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
行
う
。

 

「
生
徒
は
仕
事
の
豊
富
さ
、幅
広
さ
に
つ
い
て
、

驚
く
ほ
ど
知
り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
を
読
む
一
番
の

目
的
は
、未
知
の
世
界
に
気
づ
き
、興
味
の
あ
る

職
種
を
１
つ
で
も
増
や
す
こ
と
で
す
」と
語
る

進
路
指
導
部
の
松
井
優
気
先
生
。

　

先
生
の
作
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は
、ま
ず
50

職
種
か
ら
興
味
の
あ
る
8
職
種
を
選
び
、さ
ら

に
巻
末
に
あ
る
1
0
6
職
種
の
職
業
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
か
ら
将
来
な
り
た
い
と
思
え
る
3
職
種
を

書
き
出
す
。「
理
系
志
望
だ
と
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動

車
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、こ
の
本
を
読
ん
で

研
究
職
や
生
物
学
系
の
仕
事
に
注
目
す
る
生

徒
が
増
加
。視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
」と
語
る
の
は
進
路
指
導
部
の
髙
田
知
佳

先
生
。「
生
徒
は『
仕
事
は
し
ん
ど
い
も
の
』と
い

う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
が
ち
。
で
も
こ
の

本
を
読
ん
で
、働
く
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
た
生

徒
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
松
井
先
生
。

　
一
方
で
、特
に
魅
か
れ
る
も
の
が
な
く
、選
び

あ
ぐ
ね
て
悩
ん
だ
り
、深
く
考
え
ず
に
ひ
と
つ
の

プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
飛
び
つ
い
た
り
す
る
生
徒
も

い
た
。「
や
は
り
仕
事
を
決
め
る
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
。
将
来
に
向
け
た
本
物
の
や
る
気
を
引

き
出
す
に
は
、身
近
な
大
人
で
あ
る
教
員
が
、

『
仕
事
は
楽
し
い
』と
態
度
で
示
す
こ
と
が
大
事

か
な
、と
。私
た
ち
の
姿
を
通
し
て
働
く
喜
び
を

生
徒
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
、改
め
て
思
い
ま

し
た
」と
髙
田
先
生
。

全
員
が
後
悔
の
な
い
選
択
に

至
る
ま
で
粘
り
強
く
働
き
か
け
る

　

こ
の
授
業
の
す
ぐ
後
に
、学
部
・
学
科
で
学
べ

る
内
容
を
知
り
、気
に
な
る
学
問
を
選
ぶ
ワ
ー

ク
を
行
う
。
さ
ら
に
大
学
の
広
報
担
当
者
を
招

い
た
合
同
説
明
会
、広
島
大
学
と
岡
山
大
学
へ

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、大
学
の
教
員
に

よ
る
出
前
授
業
が
立
て
続
け
に
実
施
さ
れ
、こ

れ
を
も
と
に
12
月
末
ま
で
に
文
理
選
択
を
実
施

す
る
。

　

そ
れ
で
も「
決
め
ら
れ
な
い
」「
決
ま
ら
な
い
」

と
い
う
生
徒
は
出
て
く
る
。そ
の
場
合
、定
期
試

験
ご
と
に
設
け
て
い
る
面
談
期
間
を
効
果
的
に

活
用
し
て
い
る
。
ま
ず
、生
徒
の
思
い
を
引
き
出

し
、整
理
さ
せ
る
。
そ
し
て
文
系
・
理
系
を
選
択

し
た
と
き
の
方
向
性
の
違
い
を
て
い
ね
い
に
伝

え
、十
分
に
話
し
、担
任
が
生
徒
と
一
緒
に
将
来

を
考
え
る
方
針
を
と
っ
て
い
る
。

　

何
が
や
り
た
い
か
、ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
生

徒
に
は
、学
問
へ
の
興
味
を
か
き
た
て
る
イ
ベ
ン

ト
が
多
い
、私
立
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

行
く
よ
う
勧
め
る
こ
と
も
あ
る
。「
少
し
で
も
心

が
動
く
も
の
が
あ
れ
ば
、そ
れ
を
手
が
か
り
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
ま
た
卒
業
生
の
進
路
決
定

の
事
例
は
生
徒
の
反
応
が
と
て
も
い
い
の
で
、『
こ

う
い
う
先
輩
が
い
た
よ
』な
ど
と
具
体
的
に
数
多

く
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
髙
田
先
生
）。

リクルートサービスを活用した

文理選択の前提として不可欠な
職業選択に興味をもつきっかけに

─広島・私立 盈
えいしん

進高校─

生徒数／661人（男子411人・女子250人）
普通科20学級
進路状況（2010年度）／大学・短大進学84.1％、専各進学8.6％、
就職2.7％、その他4.5％
広島県福山市千田町千田487-4

 084-955-2333
 http://www.eishin.ed.jp

■『じぶん未来ＢＯＯＫ』を使った
 ワークシートの記入例

進路指導部・2学年担任
松井優気先生（左）
髙田知佳先生（右）

■文理選択までの進路学習の流れ

● 付属中学校（内部進学者のみ）
インターンシップ、職業人インタビュー

● 高校1学年
○ 1学期

  『じぶん未来ＢＯＯＫ』を使った職業研究
 学部・学科研究
 複数の大学の職員を招いた合同説明会
 広島大学・岡山大学の学校見学

○ 夏休み

 大学教員による出前授業
 大学研究のレポート提出、休み明けに発表

○ 2学期

 1学期の経験をもとに、個別指導

12月末　文理選択最終決定

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（NO.37）53


